
救
急
蘇
生
法
は
、
そ
の
性
質
か
ら
し
て
医
術
の
最
初
に
必
要
に

迫
ら
れ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
特
に
、

古
医
書
に
み
ら
れ
る
救
急
方
言
の
多
く
は
、
今
日
の
救
急
法
害
的

な
内
容
の
ほ
か
に
痒
痛
・
麻
痒
に
対
し
鍼
灸
を
中
心
と
し
た
ペ
イ

ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
記
載
さ
れ
て
い
て
、
ま
さ
に
今
日
で
い
う
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
・
ケ
ア
の
ル
ー
ツ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

救
急
蘇
生
法
史
の
研
究
は
、
医
学
史
の
研
究
に
お
い
て
も
極
め
て

重
要
で
あ
る
。

演
者
ら
の
一
人
谷
津
は
わ
が
国
の
救
急
蘇
生
法
史
に
関
す
る
研

究
の
一
端
と
し
て
、
救
急
法
、
特
に
呼
気
吹
き
込
み
法
の
一
端
を

昭
和
四
十
年
の
第
六
十
六
回
日
本
医
史
学
会
に
お
い
て
発
表
し

た
。
今
回
、
廣
瀬
元
周
詳
述
、
民
間
急
救
療
法
、
時
習
堂
蔵
版
、

明
治
二
年
刊
、
上
巻
二
十
八
丁
、
下
巻
二
十
三
丁
（
本
文
十
五
丁
、

53

民
間
急
救
療
法○

谷
津
三
雄
・
渋
谷
鉱

薬
剤
五
丁
、
付
図
三
丁
）
十
五
・
○
×
十
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

和
中
本
、
か
な
漢
字
交
じ
り
本
を
資
料
と
し
て
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
発
表
す
る
。

上
巻
の
凡
例
に
「
此
書
原
西
洋
諸
書
中
ョ
リ
急
症
ヲ
救
助
ス
ル

ニ
枢
要
ナ
ル
方
術
ヲ
抄
讓
シ
且
ッ
之
一
一
加
ブ
ル
ー
自
ラ
試
験
シ
テ

効
ヲ
取
ル
所
ヲ
編
次
セ
ル
者
ニ
シ
テ
民
間
貴
賎
ノ
別
ナ
ク
常
二
銘

記
シ
テ
書
治
ヲ
乞
フ
ニ
暹
ナ
ク
危
急
二
臨
デ
患
者
ヲ
救
助
ス
ベ
キ

手
段
ノ
大
鰐
ヲ
掲
示
ス
因
テ
急
救
療
法
ト
題
ス
其
全
治
法
ノ
如
キ

ハ
此
書
ノ
目
ス
ル
所
二
非
ス
」
と
あ
り
、
本
書
は
「
救
急
」
で
は

な
く
「
急
救
」
と
書
か
れ
「
危
急
二
臨
デ
患
者
ヲ
救
助
ス
…
因
テ

急
救
療
法
卜
題
ス
」
と
あ
る
点
、
特
異
的
で
あ
る
。
な
お
、
本
書

の
原
本
が
何
で
あ
る
か
は
、
凡
例
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

目
次
か
ら
上
巻
の
内
容
を
み
る
と
「
刀
傷
、
打
傷
、
湯
火
傷
、

溺
死
、
凍
死
、
餓
死
、
縊
死
、
食
物
硬
喉
、
竹
本
刺
、
咬
傷
、
小

墨
入
耳
」
、
下
巻
は
「
中
毒
、
毒
乱
、
卒
中
、
輝
澗
、
昏
冒
、
皿
血
、

喀
血
、
吐
血
、
下
血
」
か
ら
な
っ
て
い
る
。
「
溺
死
」
の
項
に
「
人

水
二
溺
ス
ル
ト
キ
ハ
水
気
管
二
迫
テ
呼
吸
通
セ
ズ
血
液
流
行
セ
ズ

ノ
死
ス
ル
ナ
リ
断
ノ
水
ヲ
呑
デ
死
ス
ル
ニ
非
ズ
…
切
二
倒
置
シ
テ
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吐
水
セ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ル
コ
ト
勿
レ
蓋
シ
溺
者
未
ダ
死
セ
ザ
ル
ト

キ
ハ
気
管
口
緊
閉
シ
ノ
水
一
滴
モ
肺
中
二
入
ル
者
ニ
ア
ラ
ズ
」
と

病
態
生
理
に
も
触
れ
て
い
る
こ
と
は
、
今
ま
で
の
救
急
法
言
に
み

ら
れ
な
い
高
度
な
記
載
で
あ
る
。
な
お
、
溺
水
者
の
救
急
法
に
つ

い
て
次
の
諸
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
（
二
少
々
頭
部
ヲ
低
ク
〆

胸
肋
ヲ
圧
迫
ス
レ
バ
蓋
ク
停
水
ヲ
喀
出
シ
呼
吸
通
ス
、
（
二
）
溺
者

ノ
鼻
孔
ヲ
塞
キ
ロ
ヲ
以
テ
溺
者
ノ
ロ
ニ
吻
合
シ
気
ヲ
吹
キ
入
ル
ル

コ
ト
数
次
呼
吸
ヲ
シ
テ
挑
起
セ
シ
ム
、
（
三
）
烟
草
ノ
烟
ヲ
肛
門
二

吹
キ
入
ル
ノ
法
、
（
四
）
鍼
術
灸
療
モ
亦
夕
試
ミ
用
ユ
ベ
キ
ナ
リ
」

す
な
わ
ち
、
（
二
は
今
日
の
用
手
的
人
工
呼
吸
法
、
（
二
）
は
口

対
口
の
人
工
呼
吸
、
（
三
）
に
な
る
と
今
日
で
は
理
解
に
苦
し
む
。

凡
例
に
「
民
間
貴
賎
ノ
別
ナ
ク
」
と
か
「
空
ク
手
ヲ
束
ネ
テ
医

者
ノ
来
診
ヲ
待
ッ
若
シ
書
ノ
来
訪
時
刻
ヲ
移
ス
ト
キ
ハ
終
二
救
う

コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ニ
至
ル
」
と
あ
り
な
が
ら
、
ま
た
、
本
書
は
「
民

間
」
と
書
か
れ
て
い
な
が
ら
、
挿
図
に
は
弩
針
、
金
創
鍼
、
微
簿

針
、
直
針
、
側
瘡
子
、
剪
刀
、
銅
子
、
銅
子
又
式
、
柳
葉
鍼
、
披

鍼
、
玻
璃
水
鏡
、
箆
、
止
血
機
な
ど
の
外
科
の
器
具
が
図
番
号
な

し
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
第
一
図
か
ら
第
十
五
図
と
番
号
が
ふ
ら

れ
た
図
は
第
一
図
か
ら
第
十
二
図
が
縫
合
法
、
第
十
三
図
が
弾
丸

鉗
、
第
十
四
図
が
胄
洗
源
、
第
十
五
図
が
鼻
出
血
に
対
す
る
ベ
ロ

ッ
ク
タ
ン
ポ
ン
と
手
術
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
）
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